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2 0 2 5 年 8 月 2 0 日 

各  位 

株式会社三井住友銀行 

 

Novastar Ventures Africa People and Planet Fund III, L.P.への出資について 

 

株式会社三井住友銀行（頭取 CEO：福留 朗裕、以下「三井住友銀行」）は、2014年に設立された

アフリカ最大級のベンチャーキャピタルである Novastar Ventures Ltd.（以下、「Novastar 

Ventures」）が組成する 3号ファンド、Novastar Ventures Africa People and Planet Fund III, 

L.P.（以下、「本ファンド」）との出資契約を締結いたしました。 

 

国連の推計によれば、アフリカの人口は 2050 年には世界人口の 25％を占めるとされ、継続的な

経済成長が期待されています。一方、急速な人口増加と都市化に伴い、成長を支える食農や物流、

金融等の社会インフラや法制度の整備の遅れが課題となっています。こうした中、アフリカの 

スタートアップは、技術革新への挑戦と積極的なリスクテイクによって、フィンテックや   

モビリティ、グリーンテック等に係る新しいサービスを創出し、発展途上の社会インフラや  

サプライチェーンの整備、ひいては中期的な社会構造のデザインに重要な役割を果たしています。 

 また、足許では欧米企業にとどまらず、日本企業やアジア企業のアフリカ進出も増加し、  

現地スタートアップとの協働事例も増えてきており、グローバルな経済成長及び新たな商流の 

起点としてアフリカ市場の重要性は増しつつあります。 

 

Novastar Ventures は設立以来、アフリカの最老舗且つ最大規模のベンチャーキャピタルの  

一つとして通算 2 億米ドル以上を調達し投資を行い、現地に根差した知見やネットワークを   

活かしながら、スタートアップエコシステムの拡大に貢献してきました。Novastar Ventures の 

ポートフォリオ企業は現地の人々のインフラとして生活を支えるサービスを提供するのみならず、

温室効果ガスの排出削減、農地環境の改善や生物多様性の促進といった世界的な環境・社会課題

の解決に貢献する技術を持ち、新たな市場を生み出しています。 

 

株式会社三井住友フィナンシャルグループ（執行役社長グループ CEO：中島 達）では、   

現中期経営計画において「社会的価値の創造」を経営の柱のひとつに掲げています。     

また、社会的価値創造に資するお客さまとの事業共創・開発、新たな技術の開発や産業の育成を、  

リスクテイクを通じて支える枠組みのひとつとして、「社会的価値創造投資枠」（※）を    

設定しております。 

 

「社会的価値創造投資枠」を活用した本ファンドへの LP 出資を通じて、アフリカ市場の   

経済成長及び社会課題解決の牽引役であるスタートアップの成長を支援してまいります。     
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また、中期的には、スタートアップとの協働を通じて、アフリカの経済成長を後押ししつつ、 

社会的価値創造に資する新たな事業・プロダクトの開発に寄与してまいります。 

 

【ご参考】Novastar Ventures Ltd.概要 

名称 Novastar Ventures Ltd. 

設立年 2014年 

拠点所在地 英国、ケニア、ナイジェリア 

URL https://www.novastarventures.com/ 

 

（※）社会的価値創造投資枠 

社会的価値創造に資するお客さまとの事業共創・開発や、新たな技術の開発や産業の育成を、

リスクテイクを通じて支える目的で設けた投資枠。従来のサステナビリティ投資枠における  

投資対象を、SMBC グループとして主体的に取り組むべき五つの重点課題である「環境」、「DE&I・

人権」、「貧困・格差」、「少子高齢化」、「日本の再成長」へと拡大。2025 年度の投資上限額は、 

前年比 100億円増加となる 500億円で運営。 

 

【ご参考】社会的価値創造投資枠設定時のプレスリリース 

「社会的価値の創造に向けた経費枠の設定について」（2024年 5月 17日付） 

（https://www.smbc.co.jp/news/pdf/j20240517_01.pdf） 
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